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長
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第７回
ものづくり日本大賞

2525

も
の
づ
く
り
・
も
の
が
た
り

高
品
質
で
高
速
な

こ
れ
ま
で
に
無
い
加
工
を
実
現
！

　

現
在
、
普
及
が
進
ん
で
い
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
PＣ
な
ど
に
お
い

て
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
多

く
用
い
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
に
は
、様
々

な
機
能
性
フ
ィ
ル
ム
が
用
い
ら
れ
て
お

り
、
多
く
が
高
分
子
樹
脂
フ
ィ
ル
ム
に
薄

膜
が
積
層
さ
れ
た
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

機
械
的
特
性
の
異
な
る
薄
膜
が
積
層
さ
れ

機能性フィルムの
切断加工における
課題解決に取り組む
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メンバー
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浦野祐樹、野村進二

（武井電機工業）

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用

機
能
性
フ
ィ
ル
ム
の
た
め
の
熱
影
響
を

抑
制
す
る
レ
ー
ザ
切
断
装
置
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社
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武井電機工業株式会社
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昭和41年8月
⃝従業員数
125名
⃝事業内容
1.レーザ加工装置
2. FAメカトロ装置、自動化設備、

半導体、太陽電池、FPD生産
設備

3.システム制御（配電盤・制御盤）

企
業
概
要

武井電機工業株式会社
佐賀県三養基郡みやき町江口
2617
TEL 0942-89-4151
FAX：0942-89-4159
http://www.takei-ele.co.jp/
index.html

お
問
い
合
わ
せ
先

　この度は、栄えある賞を頂き、大変うれしく思ってお
ります。本プロジェクトに参画頂いた皆様に心から感謝
申し上げます。この受賞を励みに、今後とも新たな技術
開発に取り組んで参りたいと存じます。目指せ世界一！

▼受賞メッセージ
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第
7
回 

も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
（
九
州
経
済
産
業
局
長
賞
）

開発したレーザー切断装置の全景
車載用ディスプレイを
イメージしたアクリル板

新開発のレーザー加工

既存のレーザー加工

て
い
る
こ
と
か
ら
、
型
刃
等
に
よ
る
機
械

的
な
切
断
時
の
外
部
応
力
に
よ
っ
て
、
割

れ
や
剥
が
れ
が
し
ば
し
ば
発
生
し
、
歩
留

ま
り
を
低
下
さ
せ
、
後
工
程
を
必
要
と
す

る
。

　

そ
の
た
め
、
現
在
、
レ
ー
ザ
光
を
用
い

た
応
力
が
掛
か
ら
な
い
非
接
触
加
工
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
従
来
の
レ
ー
ザ
光
に
よ
る
加

工
で
は
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用
光
学
フ
ィ
ル

ム
に
適
応
し
た
高
い
加
工
品
質
と
マ
ス
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
対
応
し
た
高
い
処
理
能

力
と
を
両
立
で
き
な
い
課
題
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
開
発
で
は
加
工
に
用
い
る

レ
ー
ザ
光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
分
布
に
関

し
、
走
査
エ
リ
ア
内
全
域
に
お
い
て
安
定

し
た
分
布
が
維
持
で
き
る
光
学
系
と
し
、

熱
影
響
に
伴
う
切
断
部
の
盛
り
上
が
り
を

基
材
厚
の
10
％
以
下
に
す
る
こ
と
を
実

現
。
ま
た
、
除
去
物
を
速
や
か
に
排
気
で

き
る
吸
引
ノ
ズ
ル
を
搭
載
し
、
効
果
的
に

除
去
物
の
再
付
着
を
抑
制
で
き
る
仕
組
み

を
走
査
エ
リ
ア
に
組
み
込
ん
だ
。

　

さ
ら
に
、
２
つ
の
異
な
る
駆
動
機
器
の

高
速
同
期
制
御
技
術
を
開
発
す
る
こ
と

で
、
高
い
加
工
品
質
を
維
持
し
た
ま
ま
処

理
能
力
を
向
上
さ
せ
、課
題
を
解
決
し
た
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
５
イ
ン
チ
サ
イ
ズ
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
シ
ー
ト
で
は
従
来
、
加

工
時
間
が
５
秒
程
度
の
と
こ
ろ
、
業
界
最

速
レ
ベ
ル
の
０
・
８
秒
を
実
現
し
た
。

モ
バ
イ
ル
デ
バ
イ
ス
製
品
以
外
へ

の
展
開
も
可
能
！

　

今
後
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
普
及
な
ど
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
デ
バ
イ
ス
の
更
な
る
活
用
、
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
に
よ
る
多
品
種
少
量
生
産
の
傾

向
が
高
ま
る
事
が
予
測
さ
れ
る
。

　

本
技
術
は
、
一
般
的
な
機
械
的
な
切
断

加
工
と
比
較
し
、
消
耗
し
て
い
く
刃
物
の

管
理
が
不
要
。
加
工
形
状
に
お
い
て
自
由

度
が
高
い
た
め
、
多
品
種
少
量
生
産
へ
の

対
応
に
大
き
な
優
位
性
を
持
っ
て
お
り
、

今
後
の
日
本
の
製
造
業
に
お
い
て
更
な
る

展
開
が
期
待
さ
れ
る
。

ここがスゴイ ！ 
この技術

相反する２つの指標を両立
　スマートフォン等の普及により、
中小型のタッチパネルディスプレ
イの生産は成長傾向。それととも
に機能性フィルムも使用量が増
加。本開発技術は、従来、相反する
関係にあった加工品質と処理能
力とを両立させることで、拡大市
場における生産性に大きく貢献。
培った技術を応用した新規レー
ザ加工装置製品への展開も見込
まれる。

　九州経済産業局長賞のご受賞、
誠におめでとうございます。卓越
した技術開発の功績が認められ、
推薦者にとりましても大変喜ばし
い思いです。貴社のますますのご
健勝とご発展をお祈りいたしてお
ります。

▼推薦者の声

ファイル名
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